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ごあいさつ

神奈川県支部 支部長　安田 雄彦

    「文教大学父母と教職員の会」会員の皆さま、こんにちは。
　神奈川県支部の2024年度は、新たな支部委員を迎え、対面による活動が活発化しました。支部総会後の支部研修会（講話）には
学生生活に関して、双方向で情報交換するワークショップも取り入れました。また、バス研修会も昨年比で参加人数を増やす形で実施、
聳塔祭にも父母教のテントを出店し、恒例のどらやき『ぶんどら』販売や、支部活動の紹介も行いました。また、ゼミ訪問も実施しました。
こうした支部活動の様子につきましては、本誌や支部のホームページにも掲載しておりますので、ご高覧賜りますと幸いです。
　なお、父母教全体の活動（一日大学、親と子のための進路問題研修会、100円朝食、各種援助・補助等。詳細は巻末の一覧に記載）
は、皆様の年会費によって支えられております。引き続きご支援の程、よろしくお願い致します。
　当支部では、こうした支部活動の運営を担う支部委員を募集しています。支部委員の活動を通して学業や就活に関する情報も
共有でき、大学との接点や、学生時代の部活動のような支部委員間の交流の機会も得られます。ご興味のある方は支部会への体験
参加をご検討ください（参加申込は巻末の体験参加申し込みのQRコードまたは神奈川県支部ホームページにアクセスください。）
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今年度は、会費納入率の低下や、諸物価高騰などを受けて、会報誌の紙面を６面から４面に減らしました。他方で
支部活動は昨年以上に活発化していますので、紙面構成に一苦労いたしました。神奈川県支部は、全国の支部の
中で最も活発な支部活動を行っています。単に行事が多いだけでなく、父母の皆様の関心事である学生生活や
就活の情報交換にも力を入れています。皆様の支部活動へのご参加を心よりお待ちしております。

（※）1年生に限り、会費未納入者にも
　　送付（案内）

体験参加申込 

支部会（毎月開催）
支部総会・支部研修会（講話）：6月
支部研修会：9月
（バス研修会）
聳塔祭出店：10月
ゼミ訪問：11月
支部会報誌発行：3月(※)
お花見会：3月(※)

父母教（本部）の主な活動
　「父母のための一日大学」 6月
　「親と子のための進路問題研修会」 11～12月
　会報の発行（年2回） 3月、9月
　父母のための大学ガイドブック発行（電子版）
　100円朝食の提供（大学と協賛）
　全国の支部活動
　各種援助・補助
・キャリア支援課、地域連携センターの各種
　講座の受講費の援助（保護者・学生）
・災害見舞金の支給
・家計急変時の援助
・学生の課外活動等への援助

※納入会費で運営されています
納入会費等のお問い合わせは下記まで

4月の年会費納入にご協力お願いします。
文教大学父母と教職員の会事務局
埼玉県越谷市南萩島 3337 ☎048-974-8811 内線 1051

神奈川県支部の活動神奈川県支部の活動

支部委員になられた父母からのメッセージ

支部委員

支部委員

支部委員

会費納入会員

会費納入会員

会費納入会員

《2024年度》

・原則毎月1回土曜の10時から支部委員が湘南キャンパスに集まり支部会を実施しています（1回2時間程度）。 オンライン参加
  もできます。都合がつく時にご参加いただければ大丈夫です。
・最初にお一人ずつご自身や子どもの近況を話していただいています。これが意外と有益です。就活の様子なども分かります。
・支部会では、支部活動の打合せや会報誌Shonan Windの編集会議などを行っています。
・大学行事や父母教（本部）の活動情報も得られます。

支部会の内容紹介

支部委員体験参加募集！！

「楽しく思い出に残る活動を」がモットーです。一緒に活動いただける
支部委員さんを大募集中！！ まずは、支部会に体験参加してみませんか！！

●支部委員なんて面倒で大変というイメージでしたが、先輩の父母の方から色々アドバイスがもらえるので、参加し
　てとてもよかったと思いました。
●大学生の子どもを持つ親として、進路の話やお悩み等が共有出来る貴重な場で、とても良い会だと思います。
●皆さん穏やかで優しい方ばかりです。大学の事がわかるし思いきって参加して心からよかったと思ってます。
●学園祭に出店して参加出来る機会はなかなかありません。息を弾ませて聳塔を登り景色を眺められるのも楽しみ。
●月に一度の支部会では、委員同士の近況報告も楽しみです。帰宅後子どもとの会話も広がります。
●子どもが大学を卒業しても、賛助で続けられて家族みたいにお話しができるのが楽しい。

神奈川県在住の父母がメンバー

文教大学父母と教職員の会文教大学父母と教職員の会

支部総会・
講話の詳細　

学生生活
関連リンク（※）

支部総会の様子　支部総会の様子　

①授業の履修は4月初旬及び9月初
旬に登録が必要。父母も教育支援
課HPの行事予定表で、履修登録
期間、授業期間を確認できる

②「学部・学科別に各年次・セメス
ターで留意すべき単位・事項」（留
年しないための単位要件、卒業ま
での単位要件等）を把握する※
③学生がつまづく前に、父母として適
度に（過剰でも放任でもなく）フォ
ローする。年2回の成績表送付の
タイミングは話し合う良い機会

　7月13日に支部総会を開催し、議案すべて承認されました。その後、支部研修会として湘南教育支援課の定塚課長の
ご講話と、情報学部のボブ田中先生も交えた懇談会（ワークショップ）を開催し、活発な質疑が行われました。その後懇親会
をコロナ禍後では初めて開催できました。

※当日の講話をもとに、支部HPでは大学生活に関連する情報（教育支援課・相談窓口等）に
　加えて「学部・学科別、各年次・セメスターで留意すべき単位・事項」も掲載しています

「充実した学生生活を送るためのポイント」～講話
講師への質疑に加えて、父母同士の
貴重な情報交換の場となりました。
①授業への出席が単位取得に最も
重要。授業は通常15回、全授業回
の2/3以上の出席が単位取得の
最低条件。
②毎学期最大22単位取得できるの
で、1年生から留年・卒業要件の単
位を意識し、計画的に早め早めに
単位を取得していけば4年生で就
活と卒業研究に専念できる。

「充実した学生生活を送るには～懇談会（ワークショップ）」

ボブ田中教授
情報学部

定塚課長
湘南教育支援課定塚課長

湘南教育支援課

支部会の様子 7月支部総会の懇親会後 3月お花見会（湘南キャンパス）

2024年度支部総会・支部研修会・懇親会を湘南キャンパスにて開催
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※各ページのアルファベットの記号は、巻末の「神奈川県支部の活動」の記号に対応



●これまで勉強の仕方を学ぶ機会が少なかった学生が多いと感じる
●皆まじめで、一度理解できればとても伸びる素質をもっており、
　ゼミ生は期待以上に成長してくれているのを感じる
●ゼミ生選考は基本的に成績優先だが、意欲も含めて総合的に判断
●卒業研究は 1人１テーマで研究を進める。厳しいかもしれないが、
　やり遂げれば社会に出たときに自分の自信になる

●企業調査やエントリーシート添削やSPI 対策等、
　全面的に就活をサポート
●3年生のインターンシップが内々定のポイント
●上場企業就職率：約 34%
●上場企業およびメーカー系ユーザー系子会社への
　就職率：約 79%

●農業
●教育（特に小学校体育）
●交通安全
　を中心に、ドローン、
　画像処理、AIの技術を
　活用した研究

●授業がとてもわかりやすい
●親しみやすく、相談しやすい
●核心をつく指摘と親身の指導
●企業が自分に合っているかを調べて
　アドバイスいただける
●オンとオフの切換が明確

●先輩後輩問わず、仲が良い
●イベントやゼミ合宿が充実
●人前に立って教える機会が多く、
　自分自身が成長したと感じた
●実際のプロジェクトの書き方や
　ドローンの画像認識を学べた

ゼミの雰囲気、魅力先生の印象
ゼミ生に聞きました

就職支援も手厚い

プロジェクト
演習(※)の技術面
の支援が中心

就活
支援

4月 8月 11月 12月 3月

３
年

プロ演(※)の外部
学会への発表
（目標）

インター
ンシップ
に参加

研究活動（論文
調査・システム
開発・評価実験）

卒業論文と
学会発表
原稿の作成

研究
テーマ
設定

4月 6月 1月11月 12月 3月

４
年 学会

発表

【研究分野】

●ドローンを用いた畑の生育状況モニタリングシステムの開発
●無人地上車両を用いた観光農園の自動撮影システムの開発
●カメラを用いた小学生に対する跳び箱指導支援システムの開発
●自動車搭載ドライブレコーダーを用いた追い越し自動車の速度算出手法
●生成AI を用いたWebデザインの自動コード生成
●画像処理技術を用いたドローンレースの練習支援システムの開発

自分のやりたいことを
1人 1テーマ選択

ゼミの研究テーマ（例）

ゼミ活動の

主な流れ

（※）プロジェクト演習（プロ演）：社会問題解決のテーマを学生が自主的に設定し、約1年間計画的にプロジェクトを進捗する情報システム学科必修の演習科目

第40回聳塔祭に今年も出店
10月26日～27日

ぶんどら販売の様子 支部活動紹介コーナー 内庭ステージ

好天に恵まれた2日間、支部恒例のどら焼き“ぶんどら”販売の出店を行いました。
今年も両日ともお昼過ぎには完売しました。併せて支部活動の紹介を行いました。

生地も餡もとても甘くておいしいどら焼きです。実はこれを製造依頼している茅ヶ崎の老舗の
和菓子屋では、現在同じどら焼きは店舗販売していません。聳塔祭でしか買えない希少品です！

　今回は情報学部情報システム学科で、ドローンや AI 等の技術を駆使したシステム開発により、社会的な課題に対するテー
マを設定し、研究されている「櫻井淳先生」のゼミを訪問しました。
　ゼミではプログラミング能力や論理的思考力を養い、IT 業界で活躍できる人材になれるように個別指導され、その成果は
外部アプリコンテストや学会等で発表することを目指しています。また「よく学びよく遊べ」をモットーにゼミ合宿等の
イベントも活発で、ゼミの明るい雰囲気がとても印象的でした。

【取材を終えて】
先生もゼミ生の皆さんもとても親切
で、暖かい雰囲気を感じました。お忙
しい中、ドローン体験含め、ご協力あ
りがとうございました。

（2024年11月13日）

ゼミは通常３、4年生合同で実施
（現在、4年生13名、3年生11名）

ゼミ生の研究発表の様子 ドローン体験を体育館で

先生に
ゼミの方針や
学生の印象を
伺いました

ゼミ合宿(沖縄)や

ＢＢＱ 等の

イベントも活発！

Vol.

9 櫻井ゼミの巻

櫻井淳先生 情報学部 情報システム学科  
准教授

本物のリニアも見れました

機械化しても包装は手作業

包装体験キット

名物信玄鶏！

バス内のじゃんけん大会で
大盛り上がり

大学生活、就活、父母教活動の
情報共有やイベント案内

トンネルを利用したワイン貯蔵庫 中央本線の旧線跡が遊歩道に

できあがり！ 講習を受けていざ包装

リニア模型の前で

レストランの建物の前で

リニア模型
を横から

山梨リニアセンター～信玄餅包装体験～大日影トンネル遊歩道

●訪問先が多く充実していた。たくさんの方と話すことができた。
●支部委員の皆さんの柔らかい雰囲気が大変よくて楽しかったです。
●誰も知らない中での参加で不安でしたが、委員の皆様が色 と々
　教えてくださったので、安心して過ごすことができました！

会員同士の交流を図り、また神奈川県支部の活動を知っていただく機会として、支部研修会を行いました。
今回は山梨県立リニアセンターの見学から始まり、信玄餅の工場見学や包装体験を行った後、
中央本線の旧線跡である大日影トンネル遊歩道で、その歴史を学びつつ散策しました。

山梨県立リニアセンター 信玄餅工場見学

信玄餅包装体験
BERG（ランチ）

大日影トンネル

当支部オリジナル「ぶんどら」（どら焼き）について

参加頂いた方の感想

神奈川県支部 支部研修会（バス研修会） 2024年 9月28日土

バス内で父母教の
オリエンテーション
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包装体験キット

名物信玄鶏！

バス内のじゃんけん大会で
大盛り上がり

大学生活、就活、父母教活動の
情報共有やイベント案内

トンネルを利用したワイン貯蔵庫 中央本線の旧線跡が遊歩道に

できあがり！ 講習を受けていざ包装

リニア模型の前で

レストランの建物の前で

リニア模型
を横から

山梨リニアセンター～信玄餅包装体験～大日影トンネル遊歩道

●訪問先が多く充実していた。たくさんの方と話すことができた。
●支部委員の皆さんの柔らかい雰囲気が大変よくて楽しかったです。
●誰も知らない中での参加で不安でしたが、委員の皆様が色 と々
　教えてくださったので、安心して過ごすことができました！

会員同士の交流を図り、また神奈川県支部の活動を知っていただく機会として、支部研修会を行いました。
今回は山梨県立リニアセンターの見学から始まり、信玄餅の工場見学や包装体験を行った後、
中央本線の旧線跡である大日影トンネル遊歩道で、その歴史を学びつつ散策しました。

山梨県立リニアセンター 信玄餅工場見学

信玄餅包装体験
BERG（ランチ）

大日影トンネル

当支部オリジナル「ぶんどら」（どら焼き）について

参加頂いた方の感想

神奈川県支部 支部研修会（バス研修会） 2024年 9月28日土

バス内で父母教の
オリエンテーション

CC
EE

DD
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ごあいさつ

神奈川県支部 支部長　安田 雄彦

    「文教大学父母と教職員の会」会員の皆さま、こんにちは。
　神奈川県支部の2024年度は、新たな支部委員を迎え、対面による活動が活発化しました。支部総会後の支部研修会（講話）には
学生生活に関して、双方向で情報交換するワークショップも取り入れました。また、バス研修会も昨年比で参加人数を増やす形で実施、
聳塔祭にも父母教のテントを出店し、恒例のどらやき『ぶんどら』販売や、支部活動の紹介も行いました。また、ゼミ訪問も実施しました。
こうした支部活動の様子につきましては、本誌や支部のホームページにも掲載しておりますので、ご高覧賜りますと幸いです。
　なお、父母教全体の活動（一日大学、親と子のための進路問題研修会、100円朝食、各種援助・補助等。詳細は巻末の一覧に記載）
は、皆様の年会費によって支えられております。引き続きご支援の程、よろしくお願い致します。
　当支部では、こうした支部活動の運営を担う支部委員を募集しています。支部委員の活動を通して学業や就活に関する情報も
共有でき、大学との接点や、学生時代の部活動のような支部委員間の交流の機会も得られます。ご興味のある方は支部会への体験
参加をご検討ください（参加申込は巻末の体験参加申し込みのQRコードまたは神奈川県支部ホームページにアクセスください。）
　　　

編
集
後
記

今年度は、会費納入率の低下や、諸物価高騰などを受けて、会報誌の紙面を６面から４面に減らしました。他方で
支部活動は昨年以上に活発化していますので、紙面構成に一苦労いたしました。神奈川県支部は、全国の支部の
中で最も活発な支部活動を行っています。単に行事が多いだけでなく、父母の皆様の関心事である学生生活や
就活の情報交換にも力を入れています。皆様の支部活動へのご参加を心よりお待ちしております。

（※）1年生に限り、会費未納入者にも
　　送付（案内）

体験参加申込 

支部会（毎月開催）
支部総会・支部研修会（講話）：6月
支部研修会：9月
（バス研修会）
聳塔祭出店：10月
ゼミ訪問：11月
支部会報誌発行：3月(※)
お花見会：3月(※)

父母教（本部）の主な活動
　「父母のための一日大学」 6月
　「親と子のための進路問題研修会」 11～12月
　会報の発行（年2回） 3月、9月
　父母のための大学ガイドブック発行（電子版）
　100円朝食の提供（大学と協賛）
　全国の支部活動
　各種援助・補助
・キャリア支援課、地域連携センターの各種
　講座の受講費の援助（保護者・学生）
・災害見舞金の支給
・家計急変時の援助
・学生の課外活動等への援助

※納入会費で運営されています
納入会費等のお問い合わせは下記まで

4月の年会費納入にご協力お願いします。
文教大学父母と教職員の会事務局
埼玉県越谷市南萩島 3337 ☎048-974-8811 内線 1051

神奈川県支部の活動神奈川県支部の活動

支部委員になられた父母からのメッセージ

支部委員

支部委員

支部委員

会費納入会員

会費納入会員

会費納入会員

《2024年度》

・原則毎月1回土曜の10時から支部委員が湘南キャンパスに集まり支部会を実施しています（1回2時間程度）。 オンライン参加
  もできます。都合がつく時にご参加いただければ大丈夫です。
・最初にお一人ずつご自身や子どもの近況を話していただいています。これが意外と有益です。就活の様子なども分かります。
・支部会では、支部活動の打合せや会報誌Shonan Windの編集会議などを行っています。
・大学行事や父母教（本部）の活動情報も得られます。

支部会の内容紹介

支部委員体験参加募集！！

「楽しく思い出に残る活動を」がモットーです。一緒に活動いただける
支部委員さんを大募集中！！ まずは、支部会に体験参加してみませんか！！

●支部委員なんて面倒で大変というイメージでしたが、先輩の父母の方から色々アドバイスがもらえるので、参加し
　てとてもよかったと思いました。
●大学生の子どもを持つ親として、進路の話やお悩み等が共有出来る貴重な場で、とても良い会だと思います。
●皆さん穏やかで優しい方ばかりです。大学の事がわかるし思いきって参加して心からよかったと思ってます。
●学園祭に出店して参加出来る機会はなかなかありません。息を弾ませて聳塔を登り景色を眺められるのも楽しみ。
●月に一度の支部会では、委員同士の近況報告も楽しみです。帰宅後子どもとの会話も広がります。
●子どもが大学を卒業しても、賛助で続けられて家族みたいにお話しができるのが楽しい。

神奈川県在住の父母がメンバー

文教大学父母と教職員の会文教大学父母と教職員の会

支部総会・
講話の詳細　

学生生活
関連リンク（※）

支部総会の様子　支部総会の様子　

①授業の履修は4月初旬及び9月初
旬に登録が必要。父母も教育支援
課HPの行事予定表で、履修登録
期間、授業期間を確認できる
②「学部・学科別に各年次・セメス
ターで留意すべき単位・事項」（留
年しないための単位要件、卒業ま
での単位要件等）を把握する※
③学生がつまづく前に、父母として適
度に（過剰でも放任でもなく）フォ
ローする。年2回の成績表送付の
タイミングは話し合う良い機会

　7月13日に支部総会を開催し、議案すべて承認されました。その後、支部研修会として湘南教育支援課の定塚課長の
ご講話と、情報学部のボブ田中先生も交えた懇談会（ワークショップ）を開催し、活発な質疑が行われました。その後懇親会
をコロナ禍後では初めて開催できました。

※当日の講話をもとに、支部HPでは大学生活に関連する情報（教育支援課・相談窓口等）に
　加えて「学部・学科別、各年次・セメスターで留意すべき単位・事項」も掲載しています

「充実した学生生活を送るためのポイント」～講話
講師への質疑に加えて、父母同士の
貴重な情報交換の場となりました。
①授業への出席が単位取得に最も
重要。授業は通常15回、全授業回
の2/3以上の出席が単位取得の
最低条件。
②毎学期最大22単位取得できるの
で、1年生から留年・卒業要件の単
位を意識し、計画的に早め早めに
単位を取得していけば4年生で就
活と卒業研究に専念できる。

「充実した学生生活を送るには～懇談会（ワークショップ）」

ボブ田中教授
情報学部

定塚課長
湘南教育支援課定塚課長

湘南教育支援課

支部会の様子 7月支部総会の懇親会後 3月お花見会（湘南キャンパス）

2024年度支部総会・支部研修会・懇親会を湘南キャンパスにて開催
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※各ページのアルファベットの記号は、巻末の「神奈川県支部の活動」の記号に対応


